観光の学びを通してのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成 by 田中 誠 & Makoto TANAKA
は じ め に
近年、グローバル人材育成の必要性がますま
す高まっており、産官学でグローバル人材を育
成しようという動きが活発となっている。筆者
の勤務校である長崎国際大学（以下、本学）に
おいても、教育の目標に「異文化を理解し国際
社会に貢献できる人材の育成」を掲げており、
グローバル人材育成は最重要事項の一つである。
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Abstract
In ２０１４, the global tourism course was established in the curriculum of the Dept. of International 
Tourism, Faculty of Human and Social Studies, Nagasaki International University.　This paper 
explores the significance of development of global human resources through learning tourism by 
presenting a case study of how this new global tourism course is managed.　There are four points 
the author would like to emphasize.　① In order to be global citizen, students need to develop several 
core competencies which overlap with their education in tourism.　This benefits their education as 
a whole.　② If universities set the program to foster global human resources along with the learning 
of tourism, those who don’t join the program will also benefit from it.　③ Now as Japan is aiming 
to become a “Tourism-Oriented Country”, there is a great significance placed on the development 
of global citizens who have expertise in tourism.　④ The global standardization of educational 
qualifications will likely continue to grow.
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要　旨
平成２６（２０１４）年度より、長崎国際大学人間社会学部国際観光学科にグローバルツーリズムコースを
設置した。本稿では、今年度の本コースの取り組みの具体的な事例を紹介し、観光の学びを通してのグ
ローバル人材育成の意義について考察する。この事例研究を通して、本稿では以下の４点を主張したい。
①観光の学びはグローバル人材育成のための学びと親和性が高く、教育効果が高い。②グローバル人材
育成に特化したコースを観光の学びにセットすると、その他のコースの学生にも大いに恩恵がある。③
観光立国実現のためにも、観光の専門知識をもったグローバル人材育成の意義は大きい。④教育資格
（レベル）の「世界標準化」を促進することができる。
キーワード
　グローバル化、グローバル人材、教育の質保証
この教育の目標に即して、平成２６（２０１４）年度
より、人間社会学部国際観光学科にグローバル
ツーリズムコースを設置した。言うまでもなく、
グローバル人材育成は、全学的な取り組みであ
り、この新コースに限ったことではない。しか
し、このコースがこれからのグローバル人材の
育成に大きな影響をもたらすことは間違いない。
本稿では、今年度の本コースの取り組みの具体
的な事例を紹介し、観光の学びを通してのグロー
バル人材育成の意義について考察する。
１．教育のグローバル化とグローバル人材育成
の背景
教育のグローバル化の背景を論じる前に、ま
ず「グローバル化」の定義を確認しておきたい。
グローバル人材育成推進会議（２０１２）の『グロー
バル人材育成戦略（グローバル人材育成推進会
議　審議まとめ）』に以下のような記述が見ら
れる。この記述を本稿では「グローバル化」の
定義として採用する。
「グローバル化」とは…総じて、（主に前世
紀末以降の）情報通信・交通手段等の飛躍
的な技術革新を背景として、政治・経済・
社会等あらゆる分野で「ヒト」「モノ」「カ
ネ」「情報」が国境を越えて高速移動し、
金融や物流の市場のみならず人口・環境・
エネルギー・公衆衛生等の諸課題への対応
に至るまで、全地球的規模で捉えることが
不可欠となった時代状況を指す…。（p.８）
このようなグローバル化の状況下で、教育の
分野でも必然的にその影響を受けるようになっ
た。田中（２００８：１０）で指摘されているように、
教育のグローバル化が意識される以前において
は、各学校は「各国の国内的な体制・文化にそ
くした教育内容・学習評価を提供していればよ
かった」が、グローバル化が進んだ現在は、「異
文化間の協同を視野に入れた教育内容を提供」
（ibid.）する必要がでてきた。このような流れの
中でコミュニケーションの手段としての英語の
重要性が高まるのも首肯できる。また、グロー
バル化が進むにつれ、各個人が学んだ国や地域
によって教育資格レベルの質が異なると、多国
籍企業が外国人を採用する際にも困ることとな
る。そこで、教育資格（レベル）の「世界標準
化」が必要となってくる。
教育資格の「世界標準化」でまず最初に頭に
浮かんでくるものに、「国際バカロレア資格」
があげられる。国際バカロレア資格とは、『広
辞苑』（第六版）によると「インターナショナ
ル-スクール等の卒業生に国際的な大学入学資格
を認める中等教育修了証。スイスの財団法人で
ある国際バカロレア機構（IBO）が授与」する
ものである。国際的に認められている資格であ
るので、もちろん日本でも大学入学資格として、
使用することができる。
教育資格の「世界標準化」に関しては、日本
は特に先進諸国と比べると後れをとっていると
言わざるを得ない状況である。この現状を打破
するために、教育の質保証が声高に叫ばれてお
り、各大学の認証評価も第２クールに入ったこ
ともあり、教育の質保証という概念自体は、多
くの大学に浸透してきている。平成２４（２０１２）
年度に文部科学省が発表した『大学改革実行プ
ラン』においても、「大学の質保証の徹底推進」
という方向性とともに、「グローバル化に対応
した人材育成」の方向性も明記されている。こ
れからは、教育のグローバル化とグローバル人
材育成は、決して避けては通れない最重要事項
の一つなのである。
しかし、教育のグローバル化は負の効果も持っ
ていることも忘れてはならない。田中（２００８：
１９）でも、「グローバル化のなかでは、競争と
選別が強調される」ことが指摘されており、教
育において競争と選別が強調されると、学力の
二極化が進むこととなり、グローバル人材育成
は一部のエリート層にだけ有利なものになって
しまう可能性を持っている（cf. Lauder ２００６: ７４）。
そうなると、親の所得水準により、子どもの将
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来がある程度決まってしまう悪循環に陥る可能
性がますます大きくなってくる。本稿では、こ
のグローバル化の負の効果への抜本的な対策を
考えるゆとりはないが、様々な問題点が明らか
になってきている点は留意しておく必要があろ
う。
さてここで、グローバル人材とは具体的には
どういう人材のことを言うのかを確認しておき
たい。グローバル人材に関しても、様々な定義
がなされているが、グローバル人材育成推進会
議（２０１２）の『グローバル人材育成戦略（グロー
バル人材育成推進会議　審議まとめ）』の記述
には、以下のような記述が見られる。
○　我が国がこれからのグローバル化した
世界の経済・社会の中にあって育成・活
用していくべき「グローバル人材」の概
念を整理すると、概ね、以下のような要
素が含まれるものと考えられる。
要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能
力
要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精
神、協調性・柔軟性、責任感・
使命感
 要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人と
してのアイデンティティー
○　このほか、「グローバル人材」に限ら
ずこれからの社会の中核を支える人材に
共通して求められる資質としては、幅広
い教養と深い専門性、課題発見・解決能
力、チームワークと（異質な者の集団を
まとめる）リーダーシップ、公共性・倫
理観、メディア・リテラシー等を挙げる
ことができる。（p.７）
この記述は、経済産業省が提唱している「社
会人基礎力」及び文部科学省の中央教育審議会
が打ち出した「学士力」と重なる部分も多い。
社会人基礎力とは、「前に踏み出す力」（主体
性、働きかけ力、実行力）、「考え抜く力」（課
題発見力、計画力、創造力）、「チームで働く力」
（発信力、傾聴力、柔軟性、情報把握力、規律
性、ストレスコントロール力）の３つの能力、
１２の能力要素のことである（cf. 経済産業省
（２０１０））。
学士力とは、「知識・理解」（多文化・異文化
に関する知識の理解；人類の文化、社会と自然
に関する知識の理解）、「汎用的技能」（コミュ
ニケーション・スキル；数量的スキル；情報リ
テラシー；論理的能力；問題解決力）、「態度・
志向性」（自己管理力；チームワーク、リーダー
シップ；倫理観；社会的責任；生涯学習力）、「総
合的な学習経験と創造的思考力」（これまでに
獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、
自らが立てた新たな課題にそれらを適用し、そ
の課題を解決する能力）の４分野１３項目である
（cf. 中央教育審議会（２００８））。
つまり、今現在、社会人基礎力と学士力を身
に付けさせることに、各大学は尽力している状
況であるので、これらの力に加えて、外国語で
のコミュニケーション能力と日本人としてのア
イデンティティーを身に付けさせることこそが
大学教育におけるグローバル人材育成と考える
こともできる１）。この外国語のコミュニケーショ
ン能力に関しては、ある程度測定が可能である。
グローバル人材育成推進会議（２０１２）が、初級
から上級までの段階別にレベルを示している。
そこでは「①海外旅行会話レベル、②日常生活
会話レベル、③業務上の文書・会話レベル、④
二者間折衝・交渉レベル、⑤多数者間折衝・交
渉レベル」の５つのレベルが想定されており、
④⑤レベルの人材育成の重要性が指摘されてい
る。
また、観光立国推進閣僚会議（２０１３）が日本
の観光立国実現を促進するために、『観光立国
実現に向けたアクション・プログラム』をとり
まとめているが、当然、観光立国実現には、海
外からの観光客の増加に対応するためにも、観
光の専門知識をもったグローバル人材が必要と
なってくる。
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このようなグローバル人材を育成しようとい
う流れの中で、本学では、観光の専門知識を持っ
たグローバル人材を育成するための「グローバ
ルツーリズムコース」を国際観光学科に平成２６
（２０１４）年に設置することとなった。
２．事 例 研 究
ここで、本学の国際観光学科の事例を紹介す
る。まずは、グローバルツーリズムコース（以
下、GT コース）の事例から紹介したい。本学
では、英語スキルのニーズの高まりと、社会が
要請する人間性と専門性を兼ね備えた人材育成
を目的に、観光の専門知識を持ったグローバル
人材を育成するため、平成２６（２０１４）年度、人
間社会学部国際観光学科の中の一つのコースと
して GT コースを設置した。このコースは、国
際観光学科の中のコースであるので、入試の段
階でこのコースへの振り分けをするわけではな
い。よって、入学試験後に入学予定者に対し国
際観光学科の全コースの概略説明の資料を送付
し、コースの仮選択をしてもらっている。入学
後、オリエンテーションで各コースの詳細な説
明を聞き、希望調査を行い、GT コース所属の
学生を正式決定している。また、オリエンテー
ション時に、英語力診断テスト（CASEC）で英
語力を測定し、１年次必修科目の「英語演習」
の授業を習熟度別に編成しており、この CASEC 
の試験を用いて、GT コースの学生は、入学時
から卒業までの英語力の伸びを追跡調査するこ
と に なって い る。GT コース で は、学 生 の 
CASEC での成績等を考慮し、クラス分けを行
うと共に、３　 つのグループに編成している。こ
のグループそれぞれには、ネイティブの英語教
員と日本人の英語教員がアドバイザーとしてつ
いている。学生は、質問の内容によってどちら
のアドバイザーに質問に行くかを決めることが
できる。GT コースの運営状況等は GT コース
の教員で構成されるコース会議だけでなくオン
ラインノートの Evernote でも情報共有し、チー
ムとして活動している。
GT コースの学生は、GT コースを選択すると、
次のような時間割が用意されている。
この時間割に掲載の科目は、GT コースの学
生は原則として全員が履修する科目となってい
るので、これ以外に GT コースの学生が履修で
きる科目は、履修登録のキャップ制の関係で、
１　 年次は、後期も含めて残り３単位分しかない。
時間割の E-up とは授業外学修の時間で＊印の
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表１　平成２６年度　前期　GT コース学生向け時間割サンプル
⑤１６：２０～
１７：５０
④１４：４０～
１６：１０
③１３：００～
１４：３０昼休み
②１０：４０～
１２：１０
①９：００～
１０：３０
８：１５～
８：５０　
英語
コミュニケー
ションＡ
Practical 
English ⅠＢ
E-up*
English 
Reading 
Skills ⅠE-up
月
English 
Reading 
Skills Ⅰ
英語演習ⅠＡPractical English ⅠＡ
E-up*
教養セミナー
Ａ観光史
E-up
火
Practical 
English ⅠＢ
E-up Lunch*
English 
Writing 
Skills ⅠE-up*
水
ホスピタリティ
概論
E-up*
茶道文化ⅠＡ
E-up
Practical 
English ⅠＡ
English 
Writing 
Skills ⅠE-up
木
E-up*
TOEIC 対策
Ａ
コンピュータ
基礎演習ⅠＡ
E-up
英語演習ⅠＢ
E-up
金
ついている時間帯には、英語教員が教室にいて
質問等に対応できるようにしている。また、水
曜日の昼休みの E-up Lunch は、英語で会話しな
がら昼食をとる時間となっており、ネイティブ
の英語教員が運営している。
このように集中的に英語を学んだ後、前期終
了後、CASEC で英語力診断テストを行う。１　 
年次は、GT コースの学生だけでなく、「英語演
習ⅠＡ」を履修している１年生全員がこの診断
テストを受験する。GT コースの学生の目標は、
TOEIC スコア換算で４月時点より５０点アップ
である。
前期試験が終了すると、GT コースの学生は、
８　 月中旬より１か月間の短期留学に行くことに
なっている。この短期留学の期間中だけで、１００
時間以上の英語学習時間を確保する。この短期
留学で、英語学習へのモチベーションをアップ
し、後期も集中して英語を学ぶことになる。
１年次の後期終了時には、CASEC で英語力
診断テストを行う。１　 年次は、GT コースの学
生だけでなく、「英語演習ⅡA」を履修している
１年生全員が、前期同様この診断テストを受験
する。GTコースの学生の目標は、TOEIC スコ
ア換算で前回の試験より５０点アップ、つまり４
月時点と比べて１００点アップである。このよう
に、英語力診断テストで弱点を確認しながら、
GT コースの学生たちは１年次だけで１,０００時間
以上、集中的に英語を学ぶことになっている。
２年前期にも１年次と同様の英語集中プログ
ラムで学ぶことになるが、前期の「国際関係論」
では、英語で開講される講義を受講し、実際に
英語で行われる講義を体験することで、後期の
留学に備える。前期終了時には CASEC で英語
力診断テストを行う。GT コースの学生の目標
は、TOEIC スコア換算で前回の試験より５０点アッ
プ、つまり入学時と比べて１５０点アップである。
そして、２
　
 年次夏休みから、いよいよ半期の
留学に行くことになる。留学先での学びを終え
て３年になると、４　 月に留学の成果を測定する
ために、また CASEC で英語力診断テストを行
う。３　 年次からは、英語圏からの留学生と共に、
英語で開講される授業を受講することができる
ようカリキュラムが組んである。つまり、「英
語を学ぶ」のではなく、専門科目を「英語で学
ぶ」ようになる。これらの科目以外は、３　 年次
から資格や卒業に必要な観光の専門科目等を集
中して学ぶことになる。このプログラムにおい
て、２　 回の留学は非常に重要なものであるが、
留学から帰国後の３年次以降に組まれている英
語圏からの留学生と共に、英語で開講される授
業を受講することができるようカリキュラムが
組んであることが、このプログラムの大きな特
色となっている。３
　
 年次以降の英語で講義される
科目は以下の１０科目である。① Japanese Culture 
A、② Japanese Culture B、③ History A 、④
History  B、 ⑤ Tourism  Geography、 ⑥ 
Japanese Business Management、⑦ Japanese 
Economy、⑧ Tourism Marketing、⑨ Hotel 
Management、⑩ Aviation Industry。
４年次になると、４　 月に３年次の１年間の成
果を測定するため、CASEC で英語力診断テス
トを行う。４　 年次も資格や卒業に必要な観光の
専門科目等を学び、卒業研究に取り組みながら、
英語力アップにも継続して取り組むことになる。
そして、卒業時に４年間の英語力向上の成果を
測定するため、CASEC で英語力診断テストを
行う、TOEIC スコア換算で標準的な学生の場
合 TOEIC ７３０点レベルをクリアすることを目指
す。
グローバル人材育成には、語学力・コミュニ
ケーション能力以外の様々な要素が必要である
ので、全体のカリキュラムを通して、グローバ
ル人材育成には取り組む必要がある。また、GT 
コースは国際観光学科の中のコースとしてグロー
バル人材育成に特化した形で設置されたもので
あるが、そもそも国際観光学科の学びは、グロー
バル人材を育成するようにプログラムが組んで
ある。表２は、グローバル人材育成推進会議
（２０１２）がまとめたグローバル人材に必要な要
素を育成するために、本学科で開講されている
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主な科目である。
このようなプログラムでグローバル人材の育
成を目指しており、本学科の国際観光の学びは
グローバル人材育成のための学びを GT コース
でなくてもカバーしている。
ここで、測定がしやすい語学力に関して見
てみると、この稿執筆時点では、１　 年前期の 
CASEC の英語力診断テストの結果が分かって
いる。４　 月の GT コース学生１４人の TOEIC 換
算の平均点は３４９.３点、最高は４９５点であった。
よって、英検で言えば、平均が３級から準２級
の間くらいのレベルであったので、入学時にず
ば抜けて高い英語力のある学生がこのコースに
集まったという訳ではない。最高点も４９５点で
あるので、英検２級に少し足りないくらいのレ
ベルということになる。それが、８　 月の CASEC 
でどうなったかというと、受験者１３人（欠席者
１人）の平均点が４２８.９点となり７９.６点のアップ、
最高点は７１５点となり２２０点アップという結果と
なった。TOEIC の７１５点というのは、英検準１
級に近いレベルで、大幅なアップである。
３．考　　　察
まず、１　 年前期終了時点での CASEC の 
TOEIC 換算の成績が、伸びた要因について考
えたい。これまでの大学の英語の授業では、全
体を１つのプログラムとして運営している大学
は少なかった。つまり、隣で英語の授業が行わ
れていても、そこで何が行われているのか知ら
ないことが多かった。しかし、本学の GT コー
スでは、教員のチームワークを重視し、お互い
に情報交換を密にしながら、効果的な英語学習
ができるように協力してプログラムを成立させ
ている。この点は非常に重要である。もちろん、
１　 年次だけでも１,０００時間以上英語を学ぶという
集中トレーニングに必死に学生がついてきてく
れているという点も重要な要因である。しかし、
学生は、ただ見守っているだけでは、モチベー
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表２　グローバル人材に必要な要素を育成するための主な科目
該当する主な科目グローバル人材に必要な要素
外国語関連科目語学力・コミュニケーション能力要素Ⅰ
インターンシップ、長期インターンシップ、専門
演習ⅠＡ～ⅣＢ、博物館実習、日本語教育実習、
国内観光研修、海外観光研修、レクリエーション
活動研究等
主体性・積極性、チャレンジ精神、協
調性・柔軟性、責任感・使命感要素Ⅱ
茶道文化ⅠＡ～ⅣＢ、異文化コミュニケーション
論、比較文化論、日本史、世界史、長崎研究、民
俗学、言語と文化、国際交流研究、日本文化論、
History A・B、Japanese Culture A・B 等
異文化に対する理解と日本人としての
アイデンティティー要素Ⅲ
全学共通科目並びに、学科専門科目幅広い教養と深い専門性
社会の中核を支え
る人材に共通して
求められる資質
専門演習ⅠＡ～ⅣＢ、卒業研究、インターンシッ
プ、長期インターンシップ、博物館実習、日本語
教育実習等
課題発見・解決能力
専門演習ⅠＡ～ⅣＢ、国内観光研修、海外観光研
修、レクリエーション活動研究、マリンスポーツ
Ⅰ～Ⅲ等
チームワークと（異質な者の集団をま
とめる）リーダーシップ
倫理学、生命倫理、観光倫理、ボランティア論、
ホスピタリティ概論等公共性・倫理観
コンピュータ基礎演習ⅠＡ～ⅡＢ、情報処理論、
映像文化論、博物館情報・メディア論等メディア・リテラシー
ションの維持が難しくなってくるので、学生の
努力を継続させるために、それぞれの学生にネ
イティブと日本人のアドバイザーがつくサポー
ト体制を取っていることが学生のモチベーショ
ンの維持向上に役立っていると考えている。
このように、英語力に関しては、GT コース
１年目としては順調に走っているが、グローバ
ル人材の要素は英語力だけではないことは、先
に見たとおりである。グローバル人材育成推進
会議（２０１２）の記述をベースに順にみていく。
「要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力」
に関しては、GT コースのコース必修科目では、
チームでプロジェクトに取り組む課題をこなさ
なければならず、要素Ⅰだけでなく、これらの
プロジェクトにより、「要素Ⅱ：主体性・積極性、
チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使
命感」の領域も身にけることができるプログラ
ムとなっている。
「要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人とし
てのアイデンティティー」に関しては、English 
Reading Skills Ⅰ～Ⅲの中で、英語の文献が素
早く読めるようになるだけでなく、日本の文化
的内容もリーディングの題材として取り上げて
いる。また、English Writing Skills Ⅰ～Ⅲに
おいても、英語でレポートが書けるようになる
だけでなく、日本文化を英語で書いて説明する
という内容を入れることで、要素Ⅲの領域をカ
バーしている。
このほかのグローバル人材に限らずこれから
の社会の中核を支える人材に共通して求められ
る資質に関しては、主に全学共通科目、学部共
通科目、学科専門科目でカバーすることとなる。
ここで、注目したいのは、GT コース向け以
外の観光の学びである。グローバル人材育成推
進会議（２０１２）の記述にある要素を再度、順に
みていくと、要素Ⅰについては、語学関連の科
目で、要素Ⅱについては、各研修、インターン
シップ、長期インターンシップ等で、要素Ⅲに
ついては、歴史、文化、地域研究、国際関連の
科目によって十分にカバーされている。その他
の共通して求められる資質に関しては、全学共
通科目、学部共通科目、学科専門科目の各専門
演習、観光倫理、情報処理論等の科目や、各研
修、インターンシップ、長期インターンシップ
等でカバーすることができる。つまり、観光を
学ぶ学生にとって、グローバル人材となるため
の学びは、何ら特別なものではなく、非常に親
和性が高いということが分かる。
国際観光学科であれば、通常の観光の学びに、
高度な英語力と異文化・自文化理解力を身に付
けるための科目を設定すれば、上級レベルのグ
ローバル人材を育成することも可能となると考
えられる。GT コースの学生は、標準的な学生
の場合、卒業時に TOEIC ７３０点レベルをクリア
することを目指しているので、前述のグローバ
ル人材育成推進会議（２０１２）による外国語での
コミュニケーション能力の目安で、「⑤多数者
間折衝・交渉レベル」まで能力を伸ばすことが
期待されている。しかし、GT コース以外の学
生も観光の学びを通して、グローバル人材とな
るための要素を身に付けることが可能であるし、
国際観光学科であるので、外国語の学びは当初
から重視している。GT コースができたことで、
ネイティブの専任教員も増え、カリキュラム表
から分かるように、GT コース以外の学生が履
修できる英語の科目も増加した。つまり、GT コー
スができたことで、他のコースの学生もより多
くの英語の授業や英語で行われる授業を受講で
きるようになったのである。第１節で述べたよ
うに、教育のグローバル化は負の効果も持って
おり、学力の二極化が進み、グローバル人材育
成は一部のエリート層にだけ有利なものになる
可能性も秘めているが、本学科のプログラムは、
GT コースができたことで、他のコースの学生
にも十分恩恵がある教育課程となっている。よっ
て、GT コースに所属していない学生も、語学
力のある学生の場合には、前述のグローバル人
材育成推進会議（２０１２）による外国語でのコ
ミュニケーション能力の目安で、「④二者間折
衝・交渉レベル」まで能力を伸ばすことは十分
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に可能であり、観光の学びを通してのグローバ
ル人材育成は、教育効果が高いと考えている。
本学科では、GT コースの設置によって、極端
な二極化が起こることがないように、プログラ
ムを運営していくことで、教育効果をさらに高
めていきたい。日本の観光立国実現のためにも、
観光の専門知識をもったグローバル人材育成は
喫緊の課題であり、教育効果が高まれば、その
意義は大きい。
GT コースができたことのもう一つの恩恵は、
英語圏からの留学生のために英語で開講される
授業を設置したということである。英語で行わ
れる授業は、教育のグローバル化の典型的な事
例となるが、英語圏からの留学生は、これらの
授業の単位を本国の大学に持ち帰り単位を認定
してもらわなければならない。そこには、教育
の質保証が担保される必要がある。つまり、GT 
コースを設置したことで、教育資格（レベル）
の「世界標準化」の適応を促進していく必要が
増したということである。
４．ま　と　め
観光の学びを通してのグローバル人材育成の
意義について、主なものをまとめとして４点を
挙げておきたい。
①　観光の学びはグローバル人材育成のため
の学びと親和性が高く、教育効果が高い。
②　グローバル人材育成に特化したコースを
観光の学びにセットすると、その他のコー
スの学生にも大いに恩恵がある。
③　日本は観光立国を目指しており、その実
現のためにも、観光の専門知識をもったグ
ローバル人材育成の意義は大きい。
④　教育資格（レベル）の「世界標準化」を
促進することができる。
この４点を理解したうえで、本学では、新た
に設置された GT コースにおいて、上級レベル
の語学力を持つグローバル人材の育成に取り組
んでいる。特に、GT コース以外の学生におい
ても、グローバル人材となれるように、観光の
学びを通して育成していきたいし、英語以外の
言語についても、学びの幅を広げていければと
考えている。
また今後は、英語力を測定する CASEC の結
果だけでなく、ジェネリックスキルを測定する 
PROG テスト２などの結果も参考にしながら、
改善できるところは改善しつつ、観光の学びを
通してのグローバル人材育成をより良いものに
していきたい。
付　記
本稿の概要は、第１０回長崎国際大学国際観光学会研
究発表会（平成２６（２０１４）年１０月１１日長崎国際大学）
において発表した。
注
１） 実際に、経済産業省のグローバル人材育成委員
会が取りまとめた『報告書～産学官でグローバル
人材の育成を～』（２０１０）には、以下の記述が見
られる。
「グローバル人材」は共通して、１　 「社会人基礎
力」、２　 外国語でのコミュニ ケーション能力、３　 
「異文化理解・活用力」をもっているため、「グロー
バル化が進展している世界の中で、主体的に物事
を考え、多様なバッククグラウンドをもつ同僚、
取引先、顧客等に自分の考えを分かりやすく伝
え、文化的・歴史的なバックグラウンドに由来す
る価値観や特性の差異を乗り越えて、相手の立場
に立ってお互いを理解し、更にはそうした差異か
らそれぞれの強みを引き出して活用し、相乗効果
を生み出して、新しい価値を生み出すことができ
る」と考えられる。すなわち、これらの３つの能
力は、「グローバル人材」に共通して求められる
能力である。（p.３３）
２　PROG テストとは、http://www.kawai-juku.ac. 
jp/prog/point.html（平成２６年９月７日閲覧）に
よると以下の通りである。
PROG テストには「リテラシーテスト」と「コ
ンピテンシーテスト」の２つがあり、知識を活用
して問題解決する力（リテラシー）と経験を積む
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ことで身についた行動特性（コンピテンシー）の
２つの観点でジェネリックスキルを測定していま
す。
PROG テストは、現実的な場面を想定して作成
されています。知識の有無を問う物や自己診断的
なものが多かった従来のテストと異なり、実際に
知識を活用して問題を解決することが出来るか
（リテラシーテスト）、実際にどのように行動する
のか（コンピテンシーテスト）を測定します。
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